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「全国方言文法の対比的研究」調査の概要とそのデータ分析
─原因・理由表現─





















1966–1967（昭和 41–42）年度において行われた調査 I・調査 IIIという未発表の調査報告であ
る ¹。本稿の目的は，この調査の概要をまとめつつ具体的な言語分析を行うことにある。
　「対比的研究」における調査 I・調査 IIIは，1966–1967（昭和 41–42）年度に，国立国語研究所
地方言語研究室によって企画・作成された調査票を用い，地方研究員 53名と所員 4名によって
全国 96地点において実施されたが，成果発表は行われなかった ²。しかし，その調査 結果は興味
深く，現代では得がたい資料であることはまちがいない。
¹ 調査 I・調査 IIIの資料群は，2012年 6月 10日現在，大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研
究所の中央資料庫に保管されている。
² 国立国語研究所（編）（1964–1973）に調査報告が掲載されているが，分析結果の報告はない。




























月から 7月までの 4ヶ月間に 9回の研究会を行い，調査結果の整理および一部の入力・分析を行った。その
成果の一部は，第 51回NINJALサロン（国立国語研究所）「「全国方言文法の対比的研究」調査の概要とそのデー
タ分析（1）―原因・理由表現を中心に―」（2011（平成 23）年 7月 5日，発表者：竹田晃子・三井はるみ），
第 52回 NINJALサロン（国立国語研究所）「「全国方言文法の対比的研究」調査のデータ分析（2）―言い切
り表現・打ち消し表現―」（2011（平成 23）年 7月 19日，発表者：吉田雅子・阿部貴人）において発表した。
本稿は，前者の発表内容に基づく。
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2.2 調査 I・調査 IIIの概要





員 54名・所員 5名によって「沖縄を含む全国約 60の方言」で調査が行われたとある（『年報』
15号～ 17号による）。




査 I・調査 II・調査 III・調査 IVは「昭和 41–43年度地方研究員委託調査」とも呼ばれる。




と」を目的とし（『年報』18；pp. 15–35），1966–1973（昭和 41–48）年度の間に地方研究員 52名
と所員 4名によって，調査 Iは 57地点 5，調査 IIIは 37地点（『年報』20；p. 7），地名の異なりで
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表 1　「対比的研究」調査 I・調査 IIIの概要

























































I・報告票 Iが用意された。調査 IIIは調査 Iの抜粋版で，調査結果の報告には調査 Iの整理票を
転用している。調査 I・調査 IIIの調査項目は末尾資料の別表 1に示した。




























について 32項目，名詞述語「海だ」について 30項目がある。活用整理表については動詞 21語
×活用形 13形式，敬語動詞について動詞 22語×尊敬・へりくだり・ていねいの形，形容詞 6語
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（第 1集別冊『方言文法全国地図 解説 1』「研究の目的」 p. 3）として，1980年前後に全国 807地点で実施された。
話者は，原則として，大正末（1926）年以前生の，各地点生え抜きの男性 1名。







V46「読むから・読むので」 81 54 27
198
A46「高いから・高いので」 63 37 26
A’46「静かだから・静かなので」 57 39 18
N46「海だから・海なので」 53 38 15









































 （1）近畿方言の「シ」・琉球諸島独自の形式 → 『方言文法全国地図』に現れない系統の語形
 （2）西日本のノデ類 → 形式名詞＋「デ」，標準語の影響
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　他に『方言文法全国地図』に現れない系統の語形として，琉球諸島に独自の形式が見られる。
　　②  nnama kara jumaqcjaː ataːma macjuːri.（今から読むからしばらく待っておれ。）［V46 平良市（宮
古島）］
　　③  kariga jumniba baja jumannjaːmai.（彼が読むから私は読まなくてもいいでしょう。）［V46 
宮古郡上野村（宮古島）］
　　④  ba’a sumuci jumibe’eti wa’a zi’i kaki.（私は書物を読む（ので）から，君は字を書け。）［V46 
八重山郡竹富町鳩間（鳩間島）］











　　⑥  anmari jomumonjake jaburete simoːta.（あんまり読むものだから破れてしまった。）〈理由を
強調している〉［V46 北九州市］
　　⑦  takaimondade jametekicjatta.（高いものだからやめてきちゃった。）〈takaide，takaimonde，
takaimondadeと進むにつれて強意的になる〉［A46 静岡県島田市］


































 ⑨ washimo jomuni antamo jomjaː.（私も読むからあなたも読みなさい。）［V46］
  takæni jametoke.［A46］　※標準語訳なし
  sizukadani nejo.（静かだから寝よ。）［A’46］
  umidani ojoŋe.（海だから泳げ。）［N46］
  〈次に命令の形をとる。そうでないと逆接の意味〉［愛知県名古屋市］
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る形式と，接続しない，あるいは，しにくい形式があることが知られている。同じ形式で，地域
によって接続の許容が異なることもある。この点について注記のある回答を挙げる。













　　⑬ korezjaː damedato juːdakaranaː.（これではだめだと言うからね。）［V46 埼玉県秩父郡大滝村］














好日資料までが約 30年，②から③対比的研究までが約 30年，③から④ GAJまでが約 15年の間
隔があることになる。
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表 4　岩手県における方言調査資料
















調査者 各地教育関係者 学校関係者 地方研究員・所員 地方研究員・所員
調査年














方法 通信調査（推定） 通信調査 臨地面接調査 臨地面接調査
例文／図






























































































































西磐井郡 ガラ ガラ （欠） カラ
一関市 （欠） カラ，ガラ ガラ カラ
デ
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An Outline of the “Contrastive Study of Dialect Grammars” and 
an Analysis of Causal Expressions
TAKEDA Kōkoa　　MITSUI Harumib
a Department of Language Change and Variation, 
National Institute for Japanese Language and Linguistics
b Department of Linguistic Th eory and Structure, 
National Institute for Japanese Language and Linguistics
Abstract
Using the materials from the fi rst and third “Contrastive Study of Dialect Grammars” by Th e 
National Language Research Institute, we summarized the methodology and performed a 
linguistic analysis. Th e purpose of these surveys was to gather the data required for a study of 
the grammars of dialects and the grammar of the standard language by conducting a nationwide 
investigation using a consistent methodology. Th e investigation was carried out by a total of 53 
local researchers and four staff  members in 94 locations all over the country between 1966 and 
1973. Some characteristics of the data emerged when we analyzed expressions for cause/reason. 
By looking at the numbers reported for diff erent words and for overlapping expressions, we 
realized that there may be linguistic forms that are missing from the “Grammar Atlas of Japanese 
Dialects”. By comparing data from other surveys done at diff erent times, we noted a decrease in 
the HANTE type and a change in the infl ectional form used with the SAKAI type. Th e fi ndings 
of the “Contrastive Study of Dialect Grammars” are extremely valuable and would be diffi  cult to 
duplicate today.
Key words:  nationwide survey, grammar description, predicate form, infl ectional form, conditional 
expression
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○ 表中の「（不明）」は調査票／整理票がないもの，「I※」は調査票 Iのみが現存し整理票 Iを欠くものを表す。
No 調査地点（都道府県・市町村） 調査者 話者数 I/III
1 北海道 積丹郡 積丹町 石垣福雄 2 I
2 青森県 弘前市 此島正年 2 I
3 青森県 上北郡 七戸町 松本宙 5 III
4 岩手県 盛岡市 小松代融一 4 I
5 岩手県 宮古市 坂口忠 7 III
6 岩手県 一関市 本堂寛 3 I
7 宮城県 仙台市 佐藤亮一 3 I
8 秋田県 秋田市 北条忠雄 1 III
9 秋田県 横手市 （記載なし） 記載なし I※
10 秋田県 由利郡 岩城町 北条忠雄 3 I
11 山形県 山形市 佐藤亮一 4 I
12 山形県 東田川郡 藤島町 加藤正信 1 III
13 福島県 会津若松市 渡辺義夫 4 III
14 福島県 いわき市 渡辺義夫 4 III
15 福島県 岩瀨郡 天栄村 飯豊毅一 3 I
16 茨城県 東茨城郡 常北町 宮島達夫 1 I
17 茨城県 西茨城郡 岩間町 野林正路 4 I
18 栃木県 那須郡 烏山町 多々良鎮男 4 I
19 群馬県 利根郡 水上町 外山映次 3 III
20 埼玉県 秩父郡 大滝村 外山映次 6 I
21 千葉県 長生郡 本納町 野林正路 4 I
22 東京都 北区 赤羽台 飯豊毅一 （不明） （不明）
23 東京都 大島町（伊豆大島） 大島一郎 4 I
24 東京都 八丈町（八丈島） 上村幸雄 4 I
25 神奈川県 高座郡 海老名町 後藤和彦 3 I
26 新潟県 糸魚川市 川本栄一郎 1 III
27 新潟県 北蒲原郡 水原町 剣持隼一郎 5 III
28 新潟県 刈羽郡 刈羽村 剣持隼一郎 5 I
29 新潟県 佐渡郡 小木町（佐渡島） 剣持隼一郎 2 III
30 富山県 富山市 川本栄一郎 3 I
106 竹田　晃子・三井はるみ／国立国語研究所論集 4: 77–108 (2012)
No 調査地点（都道府県・市町村） 調査者 話者数 I/III
31 石川県 珠洲市 岩井隆盛 2 III
32 石川県 羽咋郡 押水町 岩井隆盛 5 I
33 福井県 福井市 佐藤茂 2 I
34 福井県 遠敷郡 上中町 佐藤茂 2 III
35 山梨県 大月市 清水茂夫 5 III
36 山梨県 中巨摩郡 白根町 清水茂夫 3 I
37 長野県 松本市 馬瀬良雄 4 I
38 長野県 上伊那郡 宮田村 馬瀬良雄 2 III
39 長野県 上水内郡 戸隠村 馬瀬良雄 3 III
40 岐阜県 中津川市 谷開石雄 3 III
41 岐阜県 吉城郡 古川町 谷開石雄 3 I
42 静岡県 島田市 日野資純 2 I
43 静岡県 賀茂郡 河津町 日野資純 2 III
44 愛知県 名古屋市 山田達也 5 III
45 愛知県 岡崎市 山田達也 3 III
46 三重県 伊勢市 慶谷壽信 7 I
47 三重県 名張市 慶谷壽信 2 III
48 滋賀県 東浅井郡 虎姫町 奥村三雄 5 I
49 京都府 京都市 遠藤邦基 6 I
50 京都府 竹野郡 弥栄町 遠藤邦基 2 III
51 大阪府 泉大津市 土部弘 7 I
52 兵庫県 （不明）（神戸市と推定される） 和田実 （不明） （不明）
53 奈良県 桜井市 西宮一民 3 I
54 和歌山県 那賀郡 岩出町 村内英一 4 I
55 和歌山県 東牟婁郡 太地町 村内英一 2 III
56 鳥取県 八頭郡 郡家町 鏡味明克 9 I
57 島根県 出雲市 広戸惇 4 I
58 島根県 益田市 広戸惇 2 III
59 島根県 周吉郡 西郷町（隠岐島） 鏡味明克 4 III
60 岡山県 岡山市 虫明吉治郎 1 I
61 広島県 三原市 近藤四郎 1 III
62 広島県 安芸郡 坂町 近藤四郎 6 I
63 山口県 熊毛郡 平生町 佐藤虎男 6 I
64 徳島県 鳴門市 加藤信昭 4 I
65 香川県 木田郡 三木町 加藤信昭 2 III
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No 調査地点（都道府県・市町村） 調査者 話者数 I/III
66 愛媛県 宇和島市 杉山正世 2 III
67 愛媛県 越智郡 朝倉村 杉山正世 3 I
68 高知県 高知市 土居重俊 2 I
69 高知県 幡多郡 大方町 土居重俊 1 III
70 福岡県 北九州市 岡野信子 9 I
71 福岡県 八女市 岡野信子 1 III
72 佐賀県 佐賀郡 富士町 神部宏泰 7 I
73 長崎県 西彼杵郡 時津町 西島宏 7 I
74 長崎県 南松浦郡 奈良尾町（五島列島） 西島宏・愛宕八郎康隆 6 III
75 長崎県 下県郡 厳原町豆酸（対馬島） 神部宏泰 2 III
76 熊本県 熊本市 秋山正次 5 I
77 熊本県 天草郡 苓北町（下島） 秋山正次 3 III
78 大分県 大分郡 挾間町 糸井寛一 5 I
79 宮崎県 宮崎市 岩本実 6 I
80 鹿児島県 鹿児島市 上村孝二 3 I
81 鹿児島県 名瀬市（奄美大島） 寺師忠夫 6 I
82 鹿児島県 大島郡 瀬戸内町 諸鈍（加計呂麻島） 上村幸雄 1 I
83 鹿児島県 大島郡 喜界町 中里（喜界島） 上村幸雄 2 I※
84 鹿児島県 大島郡 喜界町 花良治（喜界島） 上村幸雄 1 I
85 鹿児島県 薩摩郡 上甑村 中甑（上甑島） 上村孝二 2 I
86 鹿児島県 熊毛郡 上屋久町 宮ノ浦（屋久島） 上村孝二 2 III
87 沖縄県 那覇市（沖縄本島） 外間守善 2 I
88 沖縄県 那覇市 首里（首里方言）（沖縄本島） 比嘉成子 2 I
89 沖縄県 国頭郡 今帰仁村（沖縄本島） 仲宗根政善 1 I
90 沖縄県 国頭郡 伊江村（伊江島） 大城健 5 III
91 沖縄県 島尻郡 糸満町（沖縄本島） 大城健 2 I
92 沖縄県 平良市（宮古島） 比嘉成子 4 III
93 沖縄県 宮古郡 上野村（宮古島） 比嘉成子 4 III
94 沖縄県 宮古郡 城辺町（宮古島） （記載なし） 1 I※
95 沖縄県 宮古郡 多良間（多良間島） 大城健 3 I
96 沖縄県 八重山郡 竹富町 鳩間（鳩間島） 加治工真市 2 III
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